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　2025年度より、2028年の創立100周年に向けた3ヶ年中期経営計画「プロジェクト100」をスタートしております。
これまで培ってきた知識やノウハウを多くのお客さまに展開し、事業者や個人の皆さまのサポートに邁進するとともに、業務の
効率化により生産性を上げて営業力を創出し、人財育成やワークライフバランスの充実により職員が能力を発揮できる環境を整備
することで、多くのお客さまの発展と当金庫の強固な財務基盤の構築、職員の発展を目指してまいります。

　「プロジェクト100」の初年度においては、これまで注力してきた事業者サポートの取り組みを継続、強化し、多くのお客さま
サポートに邁進した結果、事業性融資先数が引き続き高い伸びで増加するなど、取り組みの成果が着実に実績として表れており
ます。また、「金利のある世界」の到来による資産形成ニーズの高まりを踏まえ、個人のお客さまのライフサポートに注力したことに
より、預り資産残高も大幅に反転、増加する結果となりました。

“お客様サポート”の実践 “生産性向上”の追求 “職員満足度”への挑戦
● 事業者の経営支援
● 個人の生活支援
● 地域社会への貢献

● 営業時間、営業人員の創出
● 経費削減、収益性向上
● 働き方改革

● 働きがい向上
● お客さまへの熱意向上
● 生活向上、健康維持

プロジェクト100 ～ひとり100社（人）のファンづくり～中期経営計画中期経営計画中期経営計画中期経営計画
〈2025年度～2027年度〉〈2025年度～2027年度〉

“お客様サポート”の実践状況

基本戦略Ⅰ 基本戦略Ⅱ 基本戦略Ⅲ

多くのお客さまの発展 強固な財務基盤 職員の発展

プロジェクト100（2025～2027）

■事業性融資先数・貸出金残高の推移

■預り資産残高の推移〈国債・投資信託・保険〉

2019年度末 2020年度末 2021年度末 2022年度末 2023年度末 2024年度末 2025年度末 2026年度末 2027年度末
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お客様サポートプロジェクトミッション2020計画
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健全な職場環境づくり

とちしんの取り組みとちしんの取り組み

持続可能な社会の実現持続可能な社会の実現

　当金庫は役職員とそのご家族が心身ともに健康であるため
に健康維持・増進に全力で取組み、健全な職場環境づくりを
目指していくことをここに宣言します。

一、ワークライフバランスを促進します。
二、「運動」や「健康づくり」をサポートする環境を整えます。
三、心身の健康をチェックする態勢を整えます。

とちしん健康経営宣言ワークライフバランスへの取り組み
　地域社会づくりに貢献するという企業理念の実現のため
地域を担う次世代の育成に協力するとともに、職員の仕事と
子育ての両立をサポートし、全職員がゆとりと誇りを持って
個々の能力を職務遂行に十分発揮できるよう取り組んで
います。

とちしん働き方データ（令和8年3月末）

■役職員数　192名　役員数　7名
　　　　　　　　　　職員数　男性：98名　女性：87名　

■平均年齢　42歳　

■平均勤続年数　17年（男性：21年5ヵ月　女性：13年10ヵ月）

■平均有給休暇取得日数　14日
■平均有給休暇取得率　69.6％

■女性管理職数・比率　12名・16.7％

■月平均所定外労働時間　12時間

■育児休業取得率　男性：100％　女性：100％
■育児休業取得者数・取得数　対象者　男性：3名　女性：5名
　　　　　　　　　　　　　取得者　男性：3名　女性：5名

健康経営優良法人2025、えるぼし、くるみん認定企業の取得

当金庫は、このほか「とちぎ女性活躍応援団」の登録、「男女生き活き
企業認定制度」の認定を受けております。

当金庫独自の休暇制度（特別休暇／全職員対象）
■ファーストバースディ休暇
　子及び孫の満1歳の誕生日当日に限り休暇取得できる制度

■ウェルネス休暇
　健康面を重視した休暇として年間3日間付与する制度
　健康診断・人間ドックでの受診及び再検査受診やワクチン
　接種、つわり、更年期不調、不妊治療、生理等

■令和7年度永年勤続表彰式

令和7年7月15日実施
40年：4名　30年：7名　20年：3名　10年：6名

　特に優良な健康経営を実践している法人として、「健康経営
優良法人2025（中小規模法人部門）」の認定を受けました。
　また2019年、当金庫は女性活躍に関する取組みの実施状
況が認められ、優良企業マーク「えるぼし認定段階3（最高位）」
を取得しました。なお、県内信用金庫初であり、全国7金庫目の
取得となります。
　さらに、2026年2月には、次世代育成支援対策推進法に基
づき策定した一般事業主行動計画が目標達成したことから、
「子育てサポート企業」として当金庫が厚生労働大臣の認定を
受け、認定マーク「くるみん」が交付されました。

令和8年2月16日
くるみん認定授与式
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お取引先への支援＆情報提供活動

地域社会への貢献

経営サポート

海外ビジネス支援パッケージ
　海外展開に取組む中小企業・小規模事業者への支援をより
一層強化するため、2024年12月に日本政策金融公庫、中小
企業基盤整備機構、日本貿易保険（略称：ＮＥＸＩ）との連携を開始
しました。県内信用金庫では、初めての連携となりました。

　中小企業者との対話を通じ、経営者に対して事業承継に
向けた準備のきっかけを供することを目的として、事業承継や
M&Aに不安を抱える先に対して栃木県事業承継・引継ぎ支援
センター職員との同行訪問を2022年度から実施しています。
2025年度は一般店舗の11店舗で59社に対して同行訪問を
実施いたしました。

 栃木県事業承継・引継ぎ支援センター職員との同行訪問

ものづくり企業展示・商談会
　製造業者に技術の展示・商談の機会を提供するため、足利
銀行が主催し栃木県内の信用金庫、信用組合、栃木県、栃木
県信用保証協会が共催する「ものづくり企業展示・商談会
2025」へ参加いたしました。

創業者への相談会開催
　2025年度は、創業予定者や創業後間もない事業者を対象
とした「創業と借入相談会」を計8回開催いたしました。相談者
は創業前後のさまざまな悩みや課題について、栃木県よろず
支援拠点のコーディネーターから実情に応じたアドバイスを
受け、各々これからの事業の方向性を確認いたしました。

とちしんアグリサポート
　日本政策金融公庫とＣＤＳ※に関する基本契約を締結し、
2024年4月に農業者向けローン「とちしんアグリサポート」を
発売しました。
（※）ＣＤＳ：クレジット・デフォルト・スワップの略。補償手数料を
支払うことで信用リスクのみを移転する取引。

パートナーズとちぎ
　次世代を担う若手経営者同士の相互研鑽・情報交換等を
通じた会員企業及び地域経済の発展を目的として、さまざまな
活動を行っています。

　ビジネスをはじめ経営や経済情勢などの情報提供と交流の
場として、さまざまな活動を行っています。

とちしん宇都宮経済クラブ

　当金庫に関係のある女性による会で、会員の相互交流により
豊かな心で、企業や家庭を育むことを目的として、さまざまな
活動を行っています。

とちしんカトレアの会

　地元企業の近代的経営体制の確立を目指す企業活動を
積極的に支援するとともに、会員相互の親睦・交流を図るため、
多彩な講演会やセミナー研修会を開催しています。

とちしん経済クラブ

とちしん未来の懸け橋「めぐり会い」
　人材不足に悩む取引先企業に対して、オリオンコンピュータ
（株）を紹介する当金庫独自の伴走支援を実現するため、2026年
5月に同社と業務提携いたしました。「めぐり会い」は単なる
労働力の提供ではなく、人と人、企業と人生が交差するドラマで
あることをイメージして命名いたしました。

SoFun関東（株）との業務提携
　経営者志望の発掘・育成と中小企業に対する事業承継型
投資を行うSoFun関東（株）と2026年5月に業務提携いたし
ました。中小企業の後継者問題は深刻さを
増しており、特に小規模企業に於いては
コンサルティングやM&Aだけでは解決
できない課題が存在しています。当金庫は
同社と共同で経営者の発掘・育成、事業
承継にお悩みの企業への支援を行い、
地域経済の発展を目指します。
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栃木サッカークラブ 栃木シティ
フットボールクラブ

オフィシャルスポンサーとして栃木のプロスポーツを応援

地域の活性化

栃木県郡市町対抗駅伝競走大会（夢ふる とちぎ路駅伝）
　栃木県内の郡市町対抗で争われる冬の風物詩の駅伝大会に
特別協賛し、多くの職員がボランティアとして参加しています。

とちぎ秋まつり
　2年毎の開催となる「とちぎ秋まつり」本店班内の「万町2丁
目自治会」に参加し「日本武尊」（やまとたけるのみこと）「関羽
雲長」（かんううんちょう）の山車を引き蔵の街を練り歩きます。

献血
　6月15日は「信用金庫の日」です。「献血活動」や「募金活動」
を行っています。

特殊詐欺被害等の未然防止
　特殊詐欺被害等の被害を未然に阻止したため、栃木県警より
大平町支店と滝谷町支店が特殊詐欺抑止対策の功労店舗と
して感謝状をいただきました。

栃木県国税・地方税キャッシュレス納付共同推進宣言
　栃木県内の地方公共団体や金融機関、民間団体等32団体と
ともに「栃木県国税・地方税キャッシュレス納付共同推進宣言」
を実施しました。当金庫では関係機関と広く連携・協働しながら、
キャッシュレス納付の推進を通じお客さまの利便性向上および
社会全体のデジタル化の実現に貢献してまいります。

　蔵の街サマーフェスタ（栃木市）、ふるさと宮まつり（宇都宮市）
など、各地の行事に参加し、地域の皆さまとの交流を深めて
います。

　ＣＳＲ「企業の社会的責任」と訳され、地域貢献活動や環境への配慮が代表的なものとして挙げられます。共同組織金融機関である信用
金庫は地域との密接な関係で成り立っております。当金庫は、地域の皆さまからの期待や社会的要請は非常に大きいものと考え、「社会
的責任と課題」についてさまざまな取組みを実施しております。今後もＣＳＲを経営上の重要な課題として捉え、皆さまのご期待にひとつ
ひとつ応えていきたいと考えております。

地域社会への貢献・ＣＳＲへの取組みなど

宇都宮ブリッツェン宇都宮ブレックス

栃木県警察との情報連携協定締結式
　年々深刻化する特殊詐欺等の犯
罪に対応するため、当金庫は預金者
の詐欺被害拡大を防ぐことを目的
として、栃木県警察と情報連携協定
を締結いたしました。

防犯訓練の実施
　令和8年6月栃木警察署のご指
導のもと、防犯訓練を実施しました。
強盗訓練、カラーボールの投的訓
練、特殊詐欺防止訓練を行い、通報
や追跡などの連携を確認しました。

清掃ボランティア
　栃木市の中心部を流れる巴波川の清掃を地域の方と一緒に
行っています。

各地のイベントに参加


